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観
光
産
業
は
成
長
性
の
高

い
、
経
済
波
及
効
果
の
裾
野

の
広
い
産
業
で
、
21
世
紀
の

日
本
の
有
力
産
業
の
一
つ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
国
の
統
計
の
中

で
、
経
済
効
果
は
旅
行
消
費

額
で
２
３
．８
兆
円
。
雇
用

波
及
効
果
は
４
２
４
万
人
と

報
告
。
そ
こ
で
当
市
の
観
光

産
業
の
実
態
と
経
済
効
果
に

つ
い
て
伺
う
。

 
過
去
4
年
間
の
入
込
客

数
と
県
下
で
の
位
置
づ
け

と
、
当
市
の
経
済
効
果
は
。

 

産
業
経
済
部
長

　

市
内
へ
の
観
光
入
込
客
数

は
、
平
成
21
年
の
４
６
０
万 

５
、３
０
０
人
が
最
も
多
く
、 

22
・
23
年
と
減
少
し
、
23
年

は
４
２
４
万
３
千
人
で
す
。

県
下
で
は
、
最
新
デ
ー
タ
の

23
年
で
、
大
津
市
、
長
浜
市

に
次
い
で
３
番
目
と
な
り
ま

す
。
経
済
効
果
は
、１
７
６ 

億
７
千
万
円
程
度
あ
っ
た
も

の
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
江
〜
」
の
放
映
に
よ
る
当

市
へ
の
経
済
波
及
効
果
は
。

 

高
島
駅
の
観
光
案
内
所

に
お
い
て
例
年
に
比
べ
1

割
程
度
の
入
込
増
と
な
り
、

２
５
０
万
円
程
度
の
経
済
効

果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。 

当
市
の
観
光
振
興
で
の

特
筆
す
べ
き
も
の
は
。

 

豊
か
な
自
然
環
境
を
有

し
、
自
然
体
験
型
レ
ジ
ャ

ー
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
京
阪
神

や
中
京
圏
か
ら
1
時
間
半
程

度
の
距
離
圏
に
あ
り
、
日
帰

り
観
光
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
経

済
効
果
が
あ
る
宿
泊
客
が
少

な
い
現
状
が
課
題
で
あ
り
ま

す
。

 

「
高
島
地
域
は
景
観
の

保
全
に
合
わ
せ
、
観
光
振
興

策
を
展
開
す
る
」
と
い
う
施

政
方
針
に
対
す
る
担
当
部
局

の
見
解
は
。

 

「
大
溝
地
域
の
水
辺
景

観
」
に
つ
い
て
は
、
国
の

重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
を

受
け
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
選
定
を
受
け
る
と
全
国

初
の
1
市
で
3
か
所
の
重
要

文
化
的
景
観
の
誕
生
と
な
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

化
的
景
観
を
観
光
資
源
と
し

て
活
用
し
、
市
全
域
の
活
性

化
に
繋
げ
た
い
と
考
え
ま

す
。 

マ
キ
ノ
を
は
じ
め
今
津
、

新
旭
、
朽
木
、
安
曇
川
地
域

の
観
光
振
興
策
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
と
見
解
は
。

 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性

が
、
市
全
域
の
観
光
資
源
と

有
機
的
に
つ
な
が
る
こ
と
で

更
な
る
誘
客
に
繋
が
る
こ
と

か
ら
、
着
地
型
観
光
等
の
取

組
み
を
通
じ
、
地
域
ご
と
の

観
光
資
源
を
見
出
し
た
い
と

考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

福
井
市
政
に
お
け
る

観
光
振
興
策
を
質
す

大
日　
　

翼　

議
員

3月28日の本会議において、以下の意見書が全会一致で可決しました。

　東日本大震災が発生して、２年が経過しました。これに端を発した東京電力福島第一原子

力発電所における放射性物質の大量放出事故は、未曽有の大災害となりました。原発周辺地

域における放射線量は今も高く、全面的な解決に向けた見通しは、難しい状況にあります。

　また、原発事故による風評被害は今でも根強く、被災地の産業や観光等に深刻な影響を及

ぼしており、今後、このような原子力発電所事故を決して発生させてはなりません。

　このような状況において、現在、高浜原子力発電所に係る安全協定については、原子力事

業者である関西電力株式会社は、滋賀県および高島市を安全協定締結の対象とはしていない

ところであります。高島市は、若狭湾に立地する15基の原発から、僅か20キロメートルから

50キロメートルの距離にあり、UPZ30キロメートル圏内に約7,000人、PPA50キロメートル

圏内には、全市民約53,000人が入ります。万が一放射線漏れ事故が発生すれば、本市に与え

る被害は甚大なものとなるとともに、近畿約1,450万人の水源である琵琶湖の水質や周辺環

境への影響も必至であります。

　こうしたことから、高島市民の生命・財産と安全・安心を守るため、安全協定の締結に向

けて滋賀県に対し、以下の事項について、強く求めます。

記

　滋賀県は、高浜原子力発電所に対する安全性や信頼性の向上と、事故発生時の迅速かつ的

確な対応を図るため、高島市とともに連携し、一日も早く原子力事業者である関西電力株式

会社との間の原子力安全協定が締結されるよう積極的に取り組まれたい。

  

　　平成25年３月28日

高島市議会議長　清水　日出夫

　滋賀県知事　嘉田　由紀子　様

高浜原子力発電所に係る関西電力株式会社との安全協定締
結に向けた意見書

たくさんの観光客が訪れる「あどがわ道の駅」

地　域 施　　　設

マ キ ノ
マキノ支所
土に学ぶ里研修センター

今 津

今津支所
今津図書館
今津東コミュニティセンター
今津北コミュニティセンター

新 旭 市役所本庁舎

議会中継テレビの設置施設について
　本会議の一般質問の様子は、下記施設に設置しております議会中継テレビによ
りライブ中継しています。最寄りの施設で、ぜひ一度議会の様子をご覧ください。
（過去の録画映像は市のホームページでご覧になることができます。）

地　域 施　　　設

朽 木
朽木支所
やまびこ館

安 曇 川
安曇川支所
安曇川ふれあいセンター

高 島
高島支所
アイリッシュパーク




